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し、そのための専用電力変換装置 NBDC（非絶縁双方向 DCDC コンバータ：




















の避難世帯を想定した EV 蓄電装置消費電力の運用検討としては、PV-PCS システム 1
台に避難 2 世帯と EV2 台使用を前提とした一般的な電力消費情報を用いている。この
2 台の EV を移動可能な蓄電装置とした新しい運用システムを提案し、自治体支援が可
能な独立発電所から電力充電輸送が行える地理情報を用いた非常時電力輸送ルートを




PV-PCS システムは、平常時には系統連系を行うことができるが、大量の PV システム
が系統連系された場合には余剰電力が発生する問題がある。ここで、提案したシステム
は、PV 直流側に接続された蓄電装置に充電を行うことができるため、余剰電力の緩和
を行う制御が可能となる。さらに、PV 出力の電力変動抑制を行う PV Fluctuation 













学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文に関し、論文調査委員及び公聴会出席者より、差分制御における遅れ成分の太陽
光出力変動に及ぼす影響について、メガソーラーの独立電源としての可能性について、
独立電源までの移動距離の妥当性について、AI やクラウドシステムの可能性、太陽光
発電の電力変動抑制について等多岐にわたった質問があったが、いずれについても著者
から十分な回答があり、質問者の理解が得られた。以上により、論文調査及び最終試験
の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、本論文が、博士（工学）の
学位に十分値するものであると判断した。 
